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4月28日，上林取水口・下林取水口・柳原泉・三か村泉の4カ所を見学し

て回りました。小雨まじりの天候ではありましたが、水について詳しい松山市

の武井さんも参加され9人での水源地めぐりでした。

上林は場所の確認にとどまりましたが、泉ではそばまで行って水を見ること

ができました。季節的なものなのか、あまり水は多くはありませんでしたが、

きれいな水でしか育たないと言われている水生生物を確認してほっとしました。

私が子供のころは、至る所このようなきれいな水で囲まれていたのを思い出

し、この四半世紀間の環境の激しい変化を改めて感じさせられました0.，それと

同時に、この水源地に流れこむ水について、その回りの安全確保に関する規制

があるかどうかということが気になりました。またその近くでの心ない人のご

みの不法投棄を見て胸が痛みました。

今、居頭には"銘水"がジュース程の価格で売られており、かなり人気があ

るように思います。これは、生命の維持に大切な水についての大きな関心の表

れだと思います。

植林による山での保水、また、都会では地下水の減少に対して、雨水を地下

に浸透させるような雨水桝の設置など、水の確保についていろいろと考えられ

ているようです。良い水資源環境を保つために、土地開発などについて、自然

にやさしい長期的計画が大切だと思いました。(s ) 



謝
w
u
d伊

F

戸

八

少

d
u曹

y
y
イ
ハ
V

F
g
g
F
 

才
弘
F'

亜
忍
家
内
穆

重{霊前向に点寵する泉荘、あちちこち告と見てまわっているうち記、この

しんと謹みきった 鴇*~ζ感激してしまいました。この泉をこ的ままずっと子鉄建立
残したいおと謡しあいました。整備という名のもとに、木を関与とられ、柔らかな土
をコンタワートで押しつぶさ札てしまった公顕著、私達はたくさん知っています。逆
立、無関Jむすぎて と、みのUJになってしまった哲せもあります。具体的記弼をすれば、

泉を守る事立なるむかiままだまだ、分かやません。とりあえずは泉語撃競した関とし
杖ノ灘公顕とひょとたん地を見学する事Lこしました。

7月12日、お名で、まず杖ノ灘公閣へ。
建設費6壊というだけあって、りっぱなもめでした。舗装され元広い駐車場や、持懇所
子棋のE広場等があ号、泉はもとの面積の約3能記L広げて、 Jj(誌も6OcmI:築く掘ち下げた
と心事で、ゆっ主とりと整黙と作品れていました。去とだそれまで、木々の生い茂った
ひっそりと諒しそう訟泉を見てきた私連立誌、こわ草さと明るさがちょっと意外に
思えました。議室んti*~こしか襲警嬉し設いといわれるていれぎを、さっそくさがしてみま
し先が、話とんど獲をj隠していました。わずか記残ったもむには黒い変な藻がからんで
いまし詑。どうしてこんな事になったむでしょうか。私達拭葉人なりに、いろいろ理由

考えてみました。まず関臨の木を堵っt<:.為Lこ*顔全部記呂光があたるよう立主主り、地の
議が繋殖しやすくなったので誌ないか、次Lこ泉寺在高げた事でJj(の鍾環が悪くなったのでは
ないか、期留を舗装した為の謹産変化等の影響は無いのだ、ろうか等意見がでまし先。

地0)聴を見ると砂をしいたり石を諌ん1ざりしてあり、これはていれぎ探存の為の実験を
していると聞きましたので後自、松山市役所の担当的方に、お話者関きに行きました。
〈これは1人で行ったのですが親明記応対してくれました。〉それによると、(日光と的
関保ははっきりと域分かりませんが、確かに舟選場と橋の下にはこむ黒い譲は発生して
いませんでした。 *0)温度に関しては、衰の方がむしろ良い、これはたぶん水面と水底
ω;量産差がうまく水を循環させる作用をしているのだろ哉という事でした。
次に伊予市のひよこたん地に行きました。ここも泉を広げて油にして、周囲老公留に
整備していましたが、舗装をしてなくて土のままなのが、かえって抵っとしたりしました。

(;ぇ)



ひよこたん油公関

愛媛新開iこ、 (i!語ス1<生かし公菌作ち》の大見出しで取ワ上げられ

た{芳子君s松前間中JI1原め《ひよこたん油公圏)0 

記事及び写真からかつてに心はずませ期待した、遠是気分の私にとっ

ては、ちょうどいい戒めとなりました。

地函では分かりにくい細い農道を数百メートル、土手治いに進め

ば完全に整織された技ケ灘公器とも違う、それでいてまわりむ田

畑の最色にうまく播け込めていない公歯を発見也記事iこよると、広

さは約52むO王子:方メートル、重信Jllの伏流水でできた東西に細長

いひょうたん形の地があると詰っていますが、元々は水量震が小さく、

いったんポンプで水を汲み上げ無理に量二げた地だということです。

流れが無いため、水が調りあげくむ果てに鰹の餌まで浮いている姑

末。杖ノ踊公圏iこ比べて)11底に手を加えていえEい点は、自擦の状態

が保たれていて安心できました。しかし、数株脅威された〈ていれ

ぎ)が藷にまといつかれ、見るも無残詰めはやはり悲しい光景でし

1こ。

サンサンと強い日差しが照りつけ、当初~~まどういう状態だったの

だろうという接関の声もあがりました。{高熱uこも、護休みを利用し
てか、ちょうど地に放流された鯉に餌をやりに来ていた業者の方か

らお話しをうかがう事ができました。公圏を整錯した関]・と住民、業

者の三者の閣で管理をめぐって話しがついていない状態だそうですむ

それが、これからこの公留の環境をどう変えていくか、不安が残

りましfこ。

それにしても、地にかかった

舗といい歩道といい、本iζ在;，!

るくらいなら初めからコンタ

リートにせず本物の本を用いれ

ばいいものをむなんと属簡の無

いことでしょう。

この公圏が、住民の方々にとっ

て、親睦や散策の場として本当に

生かされる日が来ることを願って

います。
〈守)



こんにちは 長さん
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5月25日、去、 メンバーが楽し

t，十o
¥f ' j~ 

介の後、
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りましいの れの

っし"¥ {;}唱ャ私達 iくらしの学習会 iむこ

までの活動の事な 長iまその一つ一つに設

さっているご結晶子 Q メンバーの一一人的、iこ開いて

[町長さん、 {町長》っていう

う一言に、一向爆実。会i土、

立内容をまとめてみましん G

常生活排水のこと

事、楽しいでしょう ?jとい

に和やかになりましたの 0l、

質 UJの内地区で、合静浄化轄を から捕

助金が出ると聞きましたが、なぜLlJ iす 点、c

答 町としては、公共下水道を作る計画iがみりますりしかし、

山の内地区については集落が離れており、別の方司法を取

らざるをえません。又、一七林地E互については、集議全体

でまとめて浄化排水する方法を考えています。ただし、

今すぐというわけにはいきません。 10年はかかるでしょ



う。と言うのは、これには終末処理場の建設場所の確保

の問題があるからです。少なくとも、学校の体育館3つ

分くらいの場所が必要です。私としては、処理場を地下

iこ作りその上を公園にしてはどうかというような考えも

あります。

合松くい虫防除について

質 松くい虫防除の薬剤散布は松山でも中止が決定し、 111内
でも一部中止になりましたが、重信でも中止してほしい

のですが。

生態系のことを考えると中止するのが良いことは解って

これまでの経緯や関係者の要望もあり、

血ケ蜂、山ノ内、下林などに公閣の計画が

いるのですが、

簡単ではありません。

貴町長から

O公閣の計画
あります。

O 町全体として、農作物にたいする農薬を減らしたいと考え

ています。
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町民の声を吸い上げていきたく〉町政モニターの制度を作り、

いと考えています。

ゴミ問題で困っています。町民の皆さんのアイデア、お知

恵を是非聞かせてください。

メーリケの詩⑧
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4月初め、十和村からむ生活排水処理施設的ことをテレピで見、早速資料を送っていただいた。
そして、 2ヶ月極して水費検査の結果が知ちたくて電話で罷いてみる事のした。
すると、こちらが関くより皐く鑑理*出韓査結果誌ですねと、うれしそう記教えてくれた。

検査結果

、プ

し。

B OD (生物化学的霊堂義嬰求輩、
ザン一一一一一台

ツソ一一一一一。
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ことであっ

行政にたずさわっている若い人が髄揺を持ち、活躍している様子が昆えてくるような

電話的声であった。それと同時記)11の*よちきれいえ主魁理水を読すことができるとは、
議きで畠ったφ
今、我が重信簡でも重信j討議いに工業留地が建設されつつある。願うこと註、 )11ぉ*
よりきれいなJ.k者自黙認返して欲しいこと。また、生活排水に関しても早い時期記処理
捷設ができるようになってほしい。
もう lつの事は、この事を顕く前に関連って電話をした所が、農協。すぐ記電話を撞かず
農業と林業の村だと開いていたので、出への空中散布的ことを開いてみること立した。
すると、落ち着いたま手輩の人の声で、 空中散布君主どはしておりませんよ。 それは
弼故ですか と。いつもなち どうして空中散布をするのか問うことが多いの託、

今題拭逆の立場で問うてみた。 それはですね。そ的地I2{記は2まも高り、欽みJjえもあち
ますから、そん主主ことしたらたいへんですよ。それ記、)11にもLまいりこみますしね。 と
空中散布などもってのほかと言わんばか智であった。関連ってかけた電話の向こうか品の
声に鰭しくなり、力づけられる思いがした。
〈十和村一一一高知県と愛韓県む県境、田万十)11の上端Lこ{立置する〉

(M) 

議 fょうりょうい s
くるまばった 5cm 


